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ひらおか梅花実
（定員80名）

●特別養護老人ホーム／短期入所生活介護

〒004-0873 札幌市清田区平岡3条3丁目1-8

☎011-884-8886
●デイサービスセンター

☎011-884-8882
●居宅介護支援事業所

☎011-884-8805

あつべつ
（定員100名）

●介護老人保健施設／短期入所療養介護
●通所リハビリテーション　●訪問リハビリテーション

〒004-0069 札幌市厚別区厚別町山本750-6

☎011-896-5020

やすらぎ
（定員50名）

●ケアハウス／特定施設入居者生活介護
●デイサービスセンター

〒004-0069 札幌市厚別区厚別町山本750-6

☎011-896-5014

栄和会のご案内

厚別栄和荘
（定員104名）

●特別養護老人ホーム／短期入所生活介護

〒004-0069 札幌市厚別区厚別町山本750-6

☎011-896-2565
●デイサービスセンター

☎011-896-5014
●居宅介護支援事業所

☎011-896-2538

〒004-0069 札幌市厚別区厚別町山本750-6

☎011-896-5010

■札幌市委託事業　厚別区第1地域包括支援センター・厚別区第2地域包括支援センター・介護予防センター厚別西東

（定員80名）
あつべつ南5丁目

〒004-0022 札幌市厚別区厚別南5丁目1-10

☎011-375-0526
●デイサービスセンター

●特別養護老人ホーム／空床型短期入所生活介護

☎011-375-0375
●居宅介護支援事業所

☎011-375-6825

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
的
な
「
感
染
爆
発
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）」
と

な
り
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
も
ち
ろ
ん
例
外
で
は

な
く
、
４
月
に
は
わ
が
国
で
初
め
て
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
は

い
ち
早
く
２
月
中
に
一
度
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
対
応
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
第

２
波
と
言
わ
れ
る
状
態
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
合
わ
せ
て
外

出
や
営
業
の
自
粛
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
も
日
常
生
活
の
中
で
様
々
な
不
便
や
影

響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
栄
和
会
で
は
、
毎
年
冬
期
間
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
予
防
対
策
を
強
化
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
て
き
た
２
月
下
旬
か

ら
①
面
会
の
制
限
②
職
員
の
体
調
管
理
の
徹
底
③
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
体
調
確

認
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
４
月
下
旬
以
降
は
①
施
設
内
会
議
の
禁
止
②
一
部
在
宅
勤

務
の
採
用
な
ど
３
つ
の
密
を
避
け
る
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
す
で
に
ご
承
知
の
通
り
４
月
上
旬
に
特
養
ひ
ら
お
か
梅
花
実
の
職
員
か
ら

１
名
陽
性
反
応
が
出
て
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
そ
の
職
員
の
感
染
経
路
も
外
部

で
あ
る
と
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
経
過
で
は
他
に
感
染
が
拡
が
っ
て
は
お
ら
ず
、

そ
の
職
員
も
無
事
職
場
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
ご
協
力

と
職
員
の
努
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
現
在
（
7
月
下
旬
）
の
と
こ
ろ
一
旦
小
康

状
態
と
な
り
経
済
活
動
な
ど
が
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

消
滅
し
た
わ
け
で
も
治
療
法
や
予
防
法
が
確
立
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
完

全
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
が
戻
る
の
で
は
な
く
、「
新
し
い
日
常
」
と
い
わ
れ
る
生

活
形
態
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
欧
州
の
調
査
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
死
亡
者
の
約
半
数
が
高
齢
者
施
設
の
入
居
者
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
依

然
と
し
て
高
齢
者
施
設
の
危
険
度
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
第
３
波
（
全
国
的
に
は
第
２
波
）
に
備
え
て
様
々
な
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当
法
人
で
も
、
今
後
も
「
新
し
い
日
常
」
に
対
応
し
た
感

染
予
防
対
策
を
状
況
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
職

員
を
感
染
か
ら
守
り
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
し
て
頂
く
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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拶
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社会福祉法人  栄和会  基本理念

私たち栄和会職員は
利用者、家族、地域社会との和を
大切にすることを信条とし、
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私たち栄和会職員は
利用者、家族、地域社会との和を
大切にすることを信条とし、
その人らしい尊厳ある暮らしの実現を
目指します

自立した生活ができるよう支援します

専門的な技術と知識を持ち、質の高い
サービスを提供します

安心、安全、快適な施設・設備の充実
に努めます
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集 記

ひだまり46号をお
届けいたします。
本来であれば、7月
は東京オリンピック
が開催され、札幌に
おいてもマラソンが
開催される等多くの
人々で賑わっていた
かと思います。しか
し、今年は新型コロ
ナウイルスの猛威に
より皆様におかれま
しても、大きな不安
を抱えてお過ごしか
と思います。栄和会
でも一時はマスクも
手に入らず、施設と
しても不安が増して
きていた時期もあり
ましたが皆様からの
寄贈品や励ましのお
言葉など温かいお気
持ちを頂戴し乗り越
えられました。今後
も皆様のお力添えを
いただきながら取り
組んでいけたらと思
います。

　
社
会
福
祉
法
人
　
栄
和
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
介
護
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め

平
成
　
年
９
月
　
日
に
初
任
者
研
修
養
成

所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
日

一
回
目
　
7
月
終
了

二
回
目
　
12
月
の
予
定

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
原
則
全
日
程
出
席
可
能
な
方

（
開
催
期
間
中
、
31
回
程
度
の
通
学
と
な
り
ま
す
）

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

研
修
会
場

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
南
５
丁
目
１
番
10
号

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
つ
べ
つ
南
５
丁
目

受
講
料

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
　
栄
和
会

　
　
　
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
養
成
所
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０
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０
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０
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０
０
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ー
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札
幌
市
清
田
区
平
岡
３
条
３
丁
目
１

－

８

受
付
（
9
時
〜
17
時
）
　
　

介
護
職
員
初
任
者
研
修 

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）

　
ご
利
用
者
ご
家
族
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
よ
り
寄
贈
品

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
一
部
し
か

ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
寄
贈

い
た
だ
い
た
皆
様
へ
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
日
々
の
支
援
の
中

で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

令
和
2
年
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第
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回

栄
和
会
祭
り
中
止
の
ご
案
内

（定員80名）
あつべつ南5丁目

〒004-0022 札幌市厚別区厚別南5丁目1-10

☎011-375-0526
●デイサービスセンター

☎011-375-0375
●居宅介護支援事業所

☎011-375-6825

　
例
年
で
あ
れ
ば
9
月
に
や
す
ら
ぎ
・
厚
別
栄
和

荘
・
あ
つ
べ
つ
会
場
、
ひ
ら
お
か
梅
花
実
会
場
、
あ

つ
べ
つ
南
5
丁
目
会
場
に
て
栄
和
会
祭
り
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
観
点

よ
り
、
開
催
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
例
年
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
本
年
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
も
お
ら
れ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 手作りマスク

■ 加湿器、紙マスク
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各施設からの新型コロナウイルス対策に関する報告です。

新型コロナウイルスの
対策について

　ケアハウスやすらぎにおきましては、コロナウイルス感染予防の
一環として2月下旬より面会制限とご利用者の外出制限をお願いし
ております。寂しい思いをされているご利用者も、感染予防に対す
る対応としてご理解頂き感染症の流行が終息する日を待っていると
ころでございます。ご家族におかれましては、受診や日用品の用意
などご支援頂き感謝申し上げます。
　当施設では日頃より取り組んでいる感染防止対策に加え、ご利用
者の検温・体調確認を１日2回行っております。職員の体調確認に関
しても同様に行い、マスクの着用と手洗い、施設内の消毒を行って
います。飛沫感染予防として事務所カウンターにビニールカーテン

を取り付け、食堂、事務所全
ての机に衝立を設置しました。
　コロナ対策として、マスク、
手袋、ビニール製の予防衣の
ほか、ゴーグルやフェイス
シールドの用意もいたしまし
た。
　外出の制限や自粛の為、活

動範囲が減少してしまい、ご利用者の身体機能の低下や意欲の低下
が懸念されますので、密を避けた移動販売の実施や、日用品の買い
物支援を行っております。配置や消毒に留意して映画上映等を実施
し、やすらぎカフェでは、手の洗い方を繰り返し実施する等コロナ
に負けない対策に取り組んでいます。茶話会の中でもご利用者と一
緒にコロナにならないうつさないを考え、その内容をポスターにし
て掲示しています。
　感染予防の対応で追われる中、
ご利用者が手作りマスクを作成
して下さいました。
　職員もご利用者も自分ができ
ることを探し、ウイルスに負け
ない日々を過ごしております。
　引き続き感染症対策に細心の
注意を払いながら、職員一丸と
なって最大限の努力をさせて頂
きますので、ご理解ご協力のほ
ど、重ねてお願い申し上げます。
　ケアハウスやすらぎは新北海
道スタイルで、元気に乗り越え
ていきます。

　あつべつでは、例年11月から翌3月までを感染対策強化月間とし
て感染予防に取り組んでいます。新型コロナウイルスの流行により、
皆様には予定していた期間を超えて外出・外泊・面会制限をお願い
しているところです。皆様のご理解とご協力、誠にありがとうござ
います。
　あつべつでは、5月7日から「テレビ面会電話サービス」を開始
しています。画面越しではありますが、久しぶりに顔を合わせて会
話する事ができました。お互い元気な姿を見て安心を感じる事がで
きますし、職員も緊張の中で仕事をしていますので、その姿を拝見
し気持ちが和らぎました。
　入所では、レクリエーショ
ンを行うにあたり、参加者の
手洗い、間隔を空けた座席配
置に変更、実施時間の短縮な
ど、3密に配慮した取り組み
を行っています。デイケアで
は、ご利用者に体調管理と毎
日の体温測定の依頼と3密に

細心の注意を払い、ご利用を継続していただけるように努めました。
ご利用者の協力のもと、音楽療法等のプログラムも縮小することな
く継続でき、「奏で隊」が無事!?通算100回を迎えることができま
した。
　また、受診等で外出する場合には、ソーシャルディスタンシング
に従って、マスクの着用と、病院では他の受診者と社会的距離を保
つようにしています。受診後も体調の変化に留意し検温と症状の有
無を確認する対応を行っております。
　あつべつでは、老健の機能である活動や参加の促進、自立支援を
大事にして、皆様に安心・満足頂けるようサービス向上に取り組ん
でおります。新型コロナウイルスと上手に共存しながら、“ウィ
ズ・コロナ”で乗り切っていきましょう。今後とも宜しくお願いい
たします。

　ひらおか梅花実では、4月に職員が新型コロナウイルス陽性の診
断を受けるなど、皆様には大変ご心配をおかけいたしました。その
後は感染の拡大もなく現在に至っております。この間、温かい励ま
しをくださった全ての皆様にこの場をおかりして心より感謝を申し
上げます。ありがとうございました。
　さて、その後の新型コロナウイルス感染防止の取り組みですが、
他の施設同様、ご家族等外来者の面会制限にご協力を頂いておりま
す。お会いできないご家族に、入居されている皆様のお元気な姿を
お知らせするため、ユニットごとのお写真を撮影しお送りしていま
す。いつもの自然な表情を撮影できるよう心がけ、ご希望の方には

メールでもお送りしていま
す。
　また、ご家族だけではな
く、ボランティアさんの活
動も休止している関係から、
音楽会や体操、手芸、書道
などの余暇活動もお休みの
状態です。利用されている

皆様にとりましては単調な
日々になりがちなところです。
そこで、ケーキやお菓子を取
り寄せお茶会を開催するなど、
毎日の暮らしに少しでも変化
があるように工夫を凝らして
いるユニットもあります。
　一日も早く、元の生活に戻
り、ご利用者とご家族が楽し
く面会される日々を心待ちに

しておりますが、今後はその方法につきましても、少し考え方を変
えて新しい方法を検討せざるを得ない状況です。
　このような状況の中、面会制限の趣旨をご理解頂きご協力をくだ
さっている皆様のためにも、
安全な生活環境を守りつつ、
ご家族の絆を守ることに関
しても、様々な方法を模索
してまいりたいと考えてお
ります。今後とも、ご理解
とご協力をお願い申し上げ
ます。

　新型コロナウイルスが猛威を振るってお
り、札幌市においても病院や施設等含め多
数のクラスターが発生しておりました。地
域の皆様におかれましても、いつどこでそ
のような状況になってしまうか分からない不安もおありかと思いま
す。厚別栄和荘では様々な取り組みを行い、感染症予防を図り、ご
家族、ご利用者に安心して過ごして頂けるよう努めているところで
す。
　対策として、ケア実施前後の手洗い・消毒はもちろん、業務中は
常時マスクを着用し、毎日複数回床等各所の消毒作業や換気を行っ

ています。また、職員の検温
も欠かさず行い、記録に残し
ています。体調不良の職員は
出勤停止期間を設け、職員が
ウイルスを持ち込むことのな
いよう対応しております。
　例年であれば、面会に来ら
れたご家族と外出されたり

外出行事に参加したりとご利用者も外へ出る楽しみがありますが、
現在は活動を控えたり、面会制限を設けたりとご不便をおかけして
いる状況です。新たな取り組みとしてテレビ電話面会を実施し、パ
ソコンの画面を通して会話していただく取り組みを行っています。
また、現在厚別栄和荘では手作りガウンやフェイスガードを作成す
る等今後の感染の波への準備も行っています。
　最後になりますが、制限の趣旨をご理解頂きご協力くださってい
る皆様、マスクや消毒液等の寄付をしてくださった方々へ改めて感
謝申し上げます。今後とも取り組みに対するご理解とご協力をお願
い申し上げます。

　特別養護老人ホームあつべ
つ南5丁目では開設時より、
各ユニットに「次亜塩素酸空
間除菌脱臭機」の導入、日頃
から職員の手洗い・うがいを
徹底する等の感染症対策に努
めております。この度、新型
コロナウイルスの感染症拡大防止による対策として令和2年2月25
日より、緊急をやむを得ない方を除き、面会を制限させて頂いてお
りました。
　ご利用者やご家族の不安が軽減できる様に、LINEによるテレビ
電話ができるタブレットを導入し、登録されたご家族がご希望時に
通話をご利用されております。ご利用者やご家族からは「久しぶり
だね。元気そうで良かった。」等のお言葉が聞かれました。

　日常では機能訓練指導員が中心となり、3月末より寝たきり予
防・生活の楽しみ等を目的に身体を動かす機会を設け、ご利用者か
らも「身体を動かす事はいい事だね。」等のお言葉が聞かれました。
又、天気の良い際は気分転換に数名ずつではありますが、敷地内に
て日光浴もされております。
　各ユニットではご利用者に楽しんで頂けるようにお寿司の出前レ
クや焼きそば大会、天ぷら大会等の調理レクを行い「こんなに食
べたら夜ご飯いらないね。」等のお言葉が聞かれました。

　今後も皆様のご理解と
ご協力を頂き、感染症対
策の徹底を継続し、あつ
べつ南5丁目に関わる皆
様方が1日でも早く安心
した生活に戻れる様に職
員一同努めて参りたいと
思います。

介護老人保健施設
あつべつ

特別養護老人ホーム
厚別栄和荘

特別養護老人ホーム
ひらおか梅花実

特別養護老人ホーム
あつべつ南５丁目

ケアハウスやすらぎ
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